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The 9th International Conference on Optimization : Techniques and Application

2013 年 12 月 11 日〜12 月 17 日

台湾 台北

発 表 論 文 MISOCP Formulation and Route Generation Algorithm for Ship Navigation Problem

船舶航行計画問題に対する混合整数 2次錐最適化問題による定式化と航路生成法

概 要：

船舶航行計画問題とは，出発地から目的地まで船舶が航行する際に波浪や海流あるいは天候の状況を既知

として燃料の総消費量を最小とする航路と船速を決定する問題である。私たちはこの問題を混合整数 2 次錐

最適化問題として定式化した上で，この問題を航路の最適化と船速の最適化に分解して解く航路生成法とい

うアルゴリズムを開発した。

今回の国際会議での発表の目的と意義は 2つある。1つは，私たちの研究成果について理論分野からの参加

者と議論することで航路生成法の発展の可能性を探ることである。もう 1 つは，応用分野の参加者から実際

の問題に関する情報を提供してもらうことで，私たちの手法を実際の問題解決に役立てるための改良の可能

性を探ることである。

会議に参加することにより 1 つ目の目的に関して大きな成果を得ることができた。具体的には，整数計画

問題に対するソフトウェアを開発している研究者と議論をし，航路生成法を高速化するための着想を得た。

航路生成法では航路についての最適化問題を繰り返し解くが，そのときの計算の過程を記憶しておくことで 2

回目以降の航路についての最適化を高速に実行できる可能性がある。一方で，今回の国際会議は応用分野か

らの参加者が期待よりも少なく，応用分野の参加者との議論を行なうことはできなかった。しかしながら，

本研究に関する論文が応用分野の研究者の目に触れる機会は作ることができたことは収穫であり，今後，研

究の発展が期待できる。

講演は数理最適化の理論や計算に関するものが多く，私にとっては船舶航行計画問題と並行して研究して

いる錐最適化問題について最近の進展を知ることができたことも収穫の 1つであった。
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The 17th International Conference on Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences

(Micro TAS 2013)

2013 年 10 月 25 日〜11 月 2 日

Germany Freiburg

発 表 論 文 Cell Stretching Microdevice for Evaluating Cellular Biomechanics Based on in-situ Cellular

Response Observation

細胞応答のその場観察に基づく細胞バイオメカニクス評価のための細胞伸展マイクロデバイ

ス

概 要：

International Conference on Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences (μTAS) は，毎年開催

される化学・生命科学の微小システムに関する世界最大かつ最も権威のある国際会議であり，特にマイクロ

デバイスシステムを体内埋め込み型生体センサや生体インタフェースなどのバイオ・医療分野への応用研究

を行う研究者が多数出席する。この会議の採択率は 60% 以下であり，世界各国の最先端の研究成果が発表さ

れるため，本会議に参加し，他の研究者との情報交換や議論などの交流を行うことは本研究を飛躍させる意

味で非常に意義がある。

本研究は，マイクロマシン技術を駆使して伸展刺激を受ける細胞の応答挙動をその場で観察することが可

能な細胞伸展マイクロデバイスを開発し，このデバイス上で細胞に引張り刺激を与えることによって，細胞

バイオメカニクスを評価したものである。この研究成果についての発表を行った。発表形式はポスター発表

であり，討論や意見交換を行うのに充分な 2 時間の発表枠が設けられていた。ポスター前での議論や意見交

換は，時間的な制限がほとんどなく，お互いに納得の行くまで自由に行われるため，研究内容について世界

各国の研究者たちと活発な議論や意見交換を行うことができた。ポスター前での討論は非常に有意義であり，

その中で得たアドバイスやヒントは今後の研究を進めるための大きな指針となり得るものであった。また，

議論や意見交換を行った研究者の中の一部とは，名刺交換や今後の研究の推進に関する各種情報交換等を行

うことができ，今後の共同研究へと繋がる足がかりを得た。
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